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１．私たちの生活に身近な微生物
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 人類は古来様々な形で微生物と深く関わってきました。
 微生物が糖を発酵することで作られる酒（アルコール）は、既に古代のメソ
ポタミアやエジプトでビールが醸造されていたといわれています。

 人類が実際に微生物を認識するのは17世紀に顕微鏡が登場するように
なってからです。

 20世紀には画期的な抗生物質であるペニシリンが発見されました。

紀元前数千年

古代文明での醸造
顕微鏡による
微生物の発見

パスツール（仏）による
発酵の解明

20世紀

フレミング（英）による
ペニシリンの発見

日本酒造り
技術の確立

17世紀16世紀

アサヒビールHP
伊丹市観光物産協会HP

微生物と人類との関わり

２



 日本人は、１，３００年以上もの長い間、微生物とともに歩んできた。

微生物と日本人との関わり

（酒造り）

 奈良時代の「播磨国風土記」には酒の記載があり、
私たちの祖先は蒸した米にカビを生やせば酒がで
きることを知っていたといわれている。

 また、平安時代には朝廷から公認された業者が種
麹を売っていたといわれている。

（醤油造り）

 飛鳥時代に中国から日本に伝わったといわれてい
る。701年に公布された「大宝律令」には、醤油を
作ったり管理したりする部署についての記述がある。

 麹菌、大豆、小麦、食塩水のみで作る。木樽に住み
着いているたくさんの酵母や乳酸菌が香りや味に深
みを出す。

３
「木樽を使った醤油造り」

香川県小豆島

（酒造りにおける「火入れ」）

 火入れは、酒の品質を劣化させる乳酸菌を殺菌す
る手法で、日本では室町時代末期にすでに火入れ
を行った記録が残されている。

 19世紀にフランスのパスツールがワインの保存性を
高めるために発見した低温殺菌法よりも約300年も
前の出来事です。

（火薬原料の作成）

 江戸時代、火薬原料の生産地として加賀藩の重要な
役割を担っていたのが合掌造りで有名な五箇山（現
在の富山県）である。

 土と山草、蚕糞、人尿などを幾重もの層にして何年も
寝かす。こうすることにより、地中の硝酸バクテリアの
働きでそれらが発酵して火薬の素となる亜硝酸が生
成される。

（タカジアスターゼ）

 「バイオテクノロジーの父」と呼ばれた高峰譲吉博士は、
1894年に日本酒造りに欠かせない麹菌からタカジアス
ターゼという酵素剤を開発し、米国で特許を取得した。

 この時の特許収入により、日本を代表する製薬会社が
設立。高峰博士は、理化学研究所の設立にも尽力した。

高峰譲吉博士



 微生物は、一般に顕微鏡でなければ観察することのできない、大変小さな
生物の総称で、かび、酵母、細菌、藻類などがあり、土壌、深海、温泉、食

品、人体、空気中など地球上のあらゆるところに生息しています。

 地球上には約１，２００万種に及ぶ生物が存在しているといわれていますが、
うち約３００万種（２５％）は微生物です。

出典：K-H Schleifer, Microbial Diversity: Facts, Problmes and Prospects, System. Appl. Microbiol. 27, 3-9 (2002)

カビ

酵母

細菌

藻類

代表的な微生物の例

食品製造、医薬品製造、汚水
浄化等に利用されるものが多
い。

アルコール発酵を行うので古く
からビール、ワイン等の酒類の
醸造、製パンに利用されてきた。

古くから酒、味噌、醤油等の製造
に利用されてきた他、ペニシリンと
いう画期的な抗生物質を作るのも
アオカビというカビの一種である。

酸素発生型光合成を行う。食
用や建材にも利用されるが、
近年はバイオ燃料等への応
用が期待されている。

代表的な微生物
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バイオ燃料・ガス

抗生物質 物質分解 酵素

発酵

物質生産
発酵

天敵・拮抗

発酵

微生物遺伝資源とは、微生物及びその遺伝子等

洗剤

食品

医薬品

環境修復

農薬

材料

微生物の利用
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 微生物の利用範囲は医薬、化学、農業、食品等に広がっており、微生物由
来製品の市場規模は約６兆円にも達します。

項目 具体的な用途の例 金額

医薬品 発酵生産物、バイオ医薬（インスリン等） ３，６５４億円

化学 工業原料、化粧品、香料等 ６，５５６億円

農業 キノコ、微生物資材 ４７３億円

食品 酒類、調味料、発酵食品、アミノ酸、ビタミン等 ４兆７，８２６億円

畜水産 飼料、飼料添加物 ４７８億円

繊維 繊維加工酵素 ６億円

環境 水・土壌処理等 ４８９億円

合計 ５兆９，４８２億円

出展：バイオ産業創造基礎調査報告書（平成22年度版）、日経BP２０１２版

微生物が貢献する製品の市場規模
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２．これまでの整備実績
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省庁名
微生物

【機関名】
政策的意義

文部科学省

大腸菌、枯草菌

【国立遺伝学研究所】 国として、最先端のライフサイエンス研究を実施し、
研究ポテンシャルの高さを維持する上で必要不可欠
な基盤。細菌

【（独）理化学研究所JCM】

厚生労働省

ヒト病原微生物

【国立医薬品食品衛生研究所、
国立感染症研究所】

医薬品・医療用具・食品などに汚染する微生物およ
び産生毒素による健康被害の防止

農林水産省
作物・家畜病原菌

【（独）農業生物資源研究所】
我が国の食料・農業上の開発および利用等に貢献

経済産業省

微生物全般

【（独）製品評価技術基盤機構
NBRC】

企業等による研究開発や産業応用を支える知的基
盤（産業有用微生物）

環境省
微細藻類

【（独）国立環境研究所】
環境研究の基盤整備

財務省
醸造用微生物

【酒類総合研究所】
酒類に関する成果の普及

 各省の政策に沿って様々な微生物遺伝資源が整備されている。

微生物遺伝資源の整備と国の政策との関係
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①収集

国内外の様々な環境
から採取した土壌や水
等から微生物を分離

温泉などの極限環境

海外の高温多湿な森林環境

国内外の研究者が分
離した有用微生物の
寄託

分離された純粋な微生物

②同定

分離した微生物を

顕微鏡やＤＮＡシーケ
ンサなどの分析機器
により分類・同定

電子顕微鏡による観察

③保存

同定した微生物を長
期保存に適した超低
温フリーザ等で保存し、
同定情報とともにデー
タベース化

⑤提供

利用者の要望に応じ
て保存している微生物
を提供

④情報付加

同定した微生物の遺
伝子や機能などを解
析し、データベース化

DNAｼｰｹﾝｻによる塩基配列解析

超低温
フリーザ

真空乾燥
アンプル

微生物
カタログ

微生物

微生物の応用利用基
盤として、微生物が有
する遺伝子情報や機
能情報を提供

データベース

微生物情報データベース

微生物保存データベース

有用遺伝子領域の推定

微生物が生産する物質の同定

微生物の分類学的な同定

微生物遺伝資源の整備プロセス
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23
スクリーニング株 0 1497 7033 13090 19787 24820 29233 39680 47668 49148

NBRC株 15129 15550 16032 16854 18093 22028 23365 25209 27071 27916
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 NBRCは平成14年度から微生物遺伝資源の整備に取り組んでいる。
 整備対象は、①NBRC（※）株 及び ②スクリーニング株（詳細は②③参照）。
 欧米並みの微生物遺伝資源が整備されており、保存数は世界トップクラス。

知的基盤整備特別委員会（H22.6）
報告書に記載された整備数
（64,889株）

（※）NITEバイオテクノロジーセンター（NITE Biological Resource Center）の略称

NBRCにおける微生物遺伝資源の整備実績①
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NBRC株の提供実績

 整備したNBRC株は企業・大学等に幅広く公開、提供されている。
 NBRC株は、種レベルまでの同定がされているか、もしくは性状等の情報
が付与されている。

NBRC株の内訳（全体27,916株）

NBRCにおける微生物遺伝資源の整備実績②

１１
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NBRCの保有する
スクリーニング株の提供実績

 国内外の多様な環境から収集されたスクリーニング株を、一度に大量の微生
物を使うユーザー向けに提供している（主なユーザーは、製薬企業、食品企
業及び化学系企業） 。

※スクリーニング株の提供は、NBRCのみ実施。

海外での微生物収集

国内での微生物収集

NBRCにおける微生物遺伝資源の整備実績③
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 NBRCは、特許法や国際条約（※）に基づき指定された特許微生物寄託機関として、
特許出願者の知的財産権保護に貢献している（平成16年度から）。

微生物の寄託制度の概念図

（※）特許手続上の微生物の寄託の国際的承認に関するブダペスト条約

（特許微生物寄託制度の概要）

微生物に係る発明においては、出願書類（明細書）の記載のみでは
発明の完成と技術の公開が十分に保証されない場合があります。発
明の開示を完全なものにするために、特許出願前に寄託機関にそ
の発明に係る微生物を寄託し、第三者がその発明を確認できるよう
にする制度。

（件）

（年度）

寄託件数の推移

特許微生物寄託制度について
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（千円）

※独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）における微生物遺伝資源整備の予算推移を掲載

 微生物遺伝資源整備関連予算は、ピークである平成１５年度の約２０億円
と比較して、平成２３年度は約９億円と激減。

微生物遺伝資源整備関連予算の推移について
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機関名 保存数
（微生物）

予算
（百万円）

人員
（人）

財源 特許寄託

NBRC：日 77,064 917 71 政府 ○

NRRL：米 78,000 － 20 連邦政府、国家プロジェクト予算 ○

ATCC：米 66,870 11,700 225 国家プロジェクト、手数料収入 ○

CBS：蘭 61,000 － 70 政府 ○

CABI：英 30,000 2,400 95 各国拠出金、国家プロジェクト

DSMZ：独 20,650 800 88 連邦政府、州政府、手数料 ○

CGMCC：中 13,700 63 25 政府 ○

KCTC：韓 12,000 120 50 政府 ○

出典：世界微生物遺伝資源機関連合HP等

NRRL: Agricultural Research Service Culture Collection
NBRC: NITE Biological Resource Center
ATCC: American Type Culture Collection
CBS: Centraalbureau voor Schimmelcultures, Fungal and Yeast Collection
CABI: CABI Genetic Resource Collection
DSMZ: Leibniz‐Institut DSMZ‐Deutsche Sammlung von Mikroorganismen und Zellkulturen GmbH
CGMCC: China General Microbiological Culture Collection Center
KCTC: Korean Collection for Type Cultures

※１：NBRCの保存数はNBRC株とスクリーニング株の合計（平成23年度末実績）
※２：NBRCの予算額はNITEバイオテクノロジーセンター全体の予算額を記載

 世界６８カ国に６００の微生物遺伝資源機関が存在

（※１） （※２）

微生物遺伝資源機関の比較①
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出典：日本微生物資源学会（JSCC）平成23年度年次報告等
分譲件数と分譲株数は国内外への件数と株数を指し、分譲株数には組み換え体など微生物以外の分譲を含む。
NBRCはNBRC株とスクリーニング株による保有数と提供数を合計して記載。

機関名 保有
株数

分譲
件数

分譲
株数

１ （独）製品評価技術基盤機構（NBRC） 77,064 2,969 27,607

２ 群馬大学医学部薬剤耐性菌実験施設 62,120 0 0

３ （独）国立遺伝学研究所系統生物研究ｾﾝﾀｰ
原核生物遺伝研究室

55,930 621 263,976

４ 大阪大学大学院工学研究科生命先端工学専攻 28,834 50 234

５ （独）農業生物資源研究所ｼﾞｰﾝﾊﾞﾝｸ 28,333 276 1,898

６ （独）理化学研究所ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽｾﾝﾀｰ
微生物材料開発室

20,708 882 3,272

７ 千葉大学真菌医学研究ｾﾝﾀｰ 20,140 136 1,964

８ 岐阜大学大学院医学研究科病原体制御分野 13,560 140 882

９ 大阪大学微生物病研究所 11,496 50 234

10 帝京大学医真菌研究ｾﾝﾀｰ 9,782 9 122

微生物遺伝資源機関の比較②

１６



 欧米において生物遺伝資源の整備は、イノベーション創出のための研究基盤
という位置付けとなっている。

 基礎研究分野でのリーダーシップ回復、クリーンエネルギー革命やヘルスIT
への重点投資等が柱。

Strategy for  American Innovation

2009年 2011年

2009年からスタート

National Center for Research 
Resources (NCRR)
概要：バイオ医療技術、研究基盤
（遺伝子、動物、魚、生体材料）等の
整備を通じて臨床研究やトランス
レーショナルリサーチを促進させる。
期間：2009年～2011年

解散・移行

基礎研究分野でのリーダーシップ回復
クリーンエネルギー革命やヘルスITへの重点投資 等

National Center for Advancing 
Translational Sciences (NCATS)
概要：科学的な発見を新薬・診断
薬、新しい装置などに繋げるため
のトランスレーショナルリサーチの
実施。NIHが中心となって進める。
予算：5.75億ドル（１年目）
期間：2011年～

１７

米国における知的基盤整備



 欧米において生物遺伝資源の整備は、イノベーション創出のための研究基盤
という位置付けとなっている。

 10年～20年後の実現に向けて、あらゆる科学の領域に投資を実施。

The European Strategy Forum on Research Infrastructures (ESFRI)

2012年2008年

2002年からスタート

10年～20年後の実現に向けて、あらゆる科学の領域に投資

European Consortium of Microbial 
Resources Centres (EMbaRC)
概要：参加機関（7カ国10機関）の共同研究、
ネットワーク化を推進し、ワンストップサービ
スによるユーザーの利便性向上を目指す。
期間：2008年～

European Research Infrastructures for  
Biological Information (ELIXIR)
概要：医薬品、農業関連の産業や学術界で
のバイオ情報の利用促進のためのツール開
発、人材育成等
予算：0.74億ユーロ（うち0.27億ユーロが措
置済み）
期間：2008年～（2011年から本格実施）

Microbial Resource Research 
Infrastructure (MIRRI)
概要：バイオテクノロジー分野のイノベー
ションをより効率的・効果的に行うため、微
生物資源機関を活用したプロジェクトを実
施。2014年から本格実施予定。
予算：2.32億ユーロ（予定）
期間：2012年～2017年

European Biological Resource 
Centres Network (EBRCN)
概要：参加機関（11カ国15機関）
のネットワーク化を推進
期間：2001年～2004年

2017年

１８

欧州における知的基盤整備



３．世界トップクラスのBRCの
維持・向上
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日本の主な微生物遺伝資源機関の利用実績
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（独）製品評価技術基盤機構バイオテクノロジーセンター NBRC

（独）理化学研究所バイオリソースセンター微生物材料開発室 JCM

国立遺伝学研究所系統生物研究センター原核生物遺伝研究室 NIG

(独）国立環境研究所微生物系統保存施設 NIES

NBRC

JCM

NIG

NIES

日本微生物資源学会（JSCC）学会誌より作成

 日本の主な微生物遺伝資源機関のうち、ＮＢＲＣについては利用実績が増加
傾向であり、他の機関は横ばいである。

※１
※２

※１ H18年度のNIGの分譲件数の増加は、大腸菌遺伝子破壊株の分譲開始（無償）によるもの。
※２ H22年度の減少要因は、同株の分譲を有償としたため。

利
用
実
績
（
件
数
）
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ＮＢＲＣ株の利用実績推移（過去１０年間）

 平成２３年度には国内において約8,000株（2,500件）、海外において約600
株（150件）が利用されている。

利
用
実
績
（
株
数
）
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 ＮＢＲＣ株を利用したユーザーは、この１０年間で約２，９００機関になる。
 企業のうちの半数程度が、中堅・中小企業である。

化学品 化粧品 食品 医薬品 検査機関 研究機関 大学等

NBRC
微生物遺伝資源を利用するユーザー（２，９１０機関）

企業

微生物（NBRC株）の提供
年間約8,000株

11％ 12％ 16％8％ 4％ 18％ 15％
その他

16％

環境浄化

バイオ燃料

医薬品

洗剤

発酵食品

酒

抗菌製品

分類・同定

微生物検査法

「研究・開発」 「比較・参照」 「品質管理」

既存ユーザーの全体像

２２

ＪＩＳや薬局方等の公定法に
定められた試験、社内での
品質管理等に利用

微生物を同定・
比較するため
の分類学的な
基準等として
利用

物質生産・分解能力、生産酵素等を活用して医薬品、化粧品、新規
発酵食品・健康食品の開発等に利用



 利用目的※１で最も多いのが「研究・開発用途」であり５０％を越えている。
 次いで「品質管理用途」（３７％）、「比較・参照用途」（１０％）となっている。

◆①品質管理用途（３７．０％）
殺菌剤、抗菌剤、抗カビ剤、殺菌装置、殺菌方
法等の効果の判定、日本薬局方（局方）、日本
工業規格（JIS）等の公定法で定められた試
験、社内での品質管理等。

◆②比較・参照用途（１０．０％）
NBRC株を標準品として、分離株との比較や同定
に用いる。

◆③研究・開発用途（５０．３％）
スクリーニング材料として用いる場合、遺伝子
の取得、タンパク質、二次代謝産物の取得、薬
剤の開発、新規発酵食品、健康食品の開発な
ど。

◆④その他（２．５％）
大学・高校等の授業の教材、展示用など。

①品質管理

用途

３７．０％

②比較

・参照用途

１０．０％

③研究

・開発用途

５０．３％

④その他２．５％

※１ ＮＢＲＣへの分譲依頼における利用目的の記入は、株ごととなっていないため、本来の目的に合致していない分類が少数含まれる。

①品質管理
用途

②比較
・参照用途

③研究
・開発用途

④その他 計

分譲本数 25,640 6,906 34,704 1,743 68,993
構成比％ 37.2 10.0 50.3 2.5 100.0

（単位：本）

ＮＢＲＣ株の利用目的（過去１０年間）
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用途別利用状況① ～業種別～

 医薬品や化粧品業界は「品質管理用途」での利用が多く、食品業界や大学、研究
機関は「研究・開発用途」での利用が多い。

 このため、業種によって利用する微生物の種類に特徴があると考えられる。

２４



用途別利用状況② ～10年間の推移～

 品質管理用途は、化粧品が伸びているものの、他は横ばい。
 比較・参照用途は、全体的に横ばい傾向。
 研究・開発用途は、食品、その他企業及び大学等での利用が増加している。

２５



（）内の記号の意味
Ｋ 公定法指定株（JISや日本薬局方等の試験に用いられる菌） Ｔ 分類学的基準株（タイプストレイン）
Ｇ ゲノム解析されている株 ｇ ＮＢＲＣ株以外の同一由来株がゲノム解析されている株

 利用実績の多い微生物は、「品質管理用途」に利用されるＪＩＳや薬局方といった公定
法に指定されている微生物（公定法指定株）（K）である。

 また、人の病気に関連する微生物や医薬品の汚染指標となる微生物、食品から多く分離
される微生物の利用実績も多くなっている。

利用実績の多いＮＢＲＣ株（過去１０年間）

公定法指定株

人の病気に関連す
る微生物株や医薬
品の汚染指標とな
る微生物株

食品から多く分離
される微生物株

属種名 順位
Escherichia coli(KG) 1
Pseudomonas aeruginosa(K) 2
Staphylococcus aureus subsp. aureus(K) 3
Bacillus subtilis(Kg) 4
Staphylococcus aureus subsp. aureus(K) 5
Candida albicans(K) 6
Aspergillus niger(K) 7
Escherichia coli(K) 8
Clostridium sporogenes(K) 9
Methylobacterium extorquens(K) 10
Bacillus cereus 11
Kocuria rhizophila(KG) 12
Cladosporium cladosporioides(K) 13
Pseudomonas fluorescens(K) 14
Brevundimonas diminuta(K) 15
Salmonella enterica subsp. enterica(K) 16
Aspergillus niger(K) 17
Penicillium citrinum(K) 18
Staphylococcus epidermidis(KG) 19
Nitrosomonas europaea(G) 20
Bacillus subtilis subsp. subtilis(TG) 21
Chaetomium globosum(K) 22
Salmonella enteritidis 23
Vibrio parahaemolyticus(T) 24
Pseudomonas aeruginosa(K) 25
Streptococcus mutans(T) 25
Salmonella typhimurium 27
Klebsiella pneumoniae subsp. pneumoniae(K) 28
Lactobacillus delbrueckii subsp. bulgaricus(TG) 29
Acetobacter aceti 30
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ＮＢＲＣ株の利用実績の多寡による利用用途傾向（過去１０年間）
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２１本以上のＮＢＲＣ株

過去１０年間の分譲本数が
２０本以下のＮＢＲＣ株

主に品質管理用途 主に研究・開発用途

 過去１０年間の利用実績が多い微生物は約４００種類あり、その用途は主に
「品質管理用途」である。

 過去１０年間の利用実績が少ない微生物は約９，０００種類あり、その用途
は主に「研究・開発用途」である。

分
譲
本
数

最大分譲本数は2,202本

21本以
上

54%

20本以
下

46%

ＮＢＲＣ株の分譲本数における

多寡の構成比

21本以上 20本以下

54% 46%

分譲本数
※１

①品質管理
用途

②比較
・参照用途

③研究
・開発用途

④その他 計

21本以上 56.2 6.9 34.1 2.8 100.0
20本以下 14.6 13.7 69.5 2.2 100.0
計 37.2 10.0 50.3 2.5 100.0
※１：10年間での分譲本数

（単位：％）
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 過去１０年間の利用実績が少ないＮＢＲＣ株の用途別利用実績の推移におい
て、「研究・開発用途」としてのＮＢＲＣ株の利用が増加傾向であり、幅広
い種類の微生物株に対するニーズが高まっている。
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業種別利用状況① 化学品、化粧品

 化学品業界では、抗菌剤等の性能評価に使用する菌（汚染菌や病原菌）が多く利
用されており、抗菌剤等の開発に伴う需要と考えられる。また、セルロースやベン
ゼン等を分解する菌が利用されている。

 化粧品業界では、防腐効力テストに使用する目的で家庭内等に一般的に生息す
るカビ、汚染菌や病原菌が多く利用されている。

【化学品業界の利用実績】 【化粧品業界の利用実績】
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業種別利用状況② 食品、医薬品

 食品業界では、乳酸菌や酢酸菌といった食品に利用されている安全な微生物が
多く使われており、研究開発や発酵生産に利用している。

 医薬品業界では、サルモネラ菌や大腸菌といった人に有害な微生物を、歯磨き
剤やニキビ薬の殺菌性の確認や保存効力試験などの品質管理に利用している。

【食品業界の利用実績】 【医薬品業界の利用実績】

３０



 その他の業界では、一般的な環境中に生息する菌の他、エタノール発酵やフィル
ターの性能評価にウイルスの代替品として使用するファージ等の利用がある。

 検査機関では、大多数が病原菌、日和見感染菌等であり、菌株の同定に利用さ
れていると考えられる。また、一般的な環境中に生息する菌の利用も多い。

３１

【検査機関の利用実績】

業種別利用状況③ その他業界、検査機関

【その他業界の利用実績】



３２

 国研・公設試等では、乳酸菌や酢酸菌といった食品開発に利用される微生物、硝化
細菌、硫酸還元細菌といったゴミや下水処理などに利用できる物質分解機能を持っ
た菌の需要が多い。

 大学等では、乳酸菌や酢酸菌といった食品開発に利用される微生物、病原菌、物

質分解用機能を持つ微生物、マツタケ、エノキタケといった他での利用が少ない菌
等、多様な微生物が利用されている。

業種別利用状況④ 国研・公設試、大学等

【国研・公設試等の利用実績】 【大学等の利用実績】



４．微生物遺伝資源の情報
付加への対応
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 塩基配列解析技術はこの１０年で飛躍的に向上。
 米国が他を圧倒しており、近年中国が台頭している。一方、日本は完全に遅れてい
る。

 今後とも精力的に解析される見込みで、２０２０年には１１,０００株以上の微生物ゲノ
ム解析が完了する見込み。
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微生物ゲノム解析の国別実績

出典：Genome Online Database (GOLD)※2012年3月時点で3,173

ABI3730xl

Roche ４５４ ｲﾙﾐﾅ HiSeq

1日の解読量
約10万倍

ヒトゲノムが
わずか8分で
解析可能

10年前

現在

ゲノム解析技術に関する情勢変化
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世界のゲノム解析の現状

B:細菌 A:古細菌 E:真核生物 M:動物

 現在の次世代シーケンサーは原核生物向きであることから、世界中で解析される微生物ゲノムの９割以上を
細菌が占めている。

 情報処理の点でも原核生物の方が扱いやすいため、利用されやすい状況にある。
 ゲノム解析技術の進展は早く、近い将来、真核生物のゲノム解析に対応した解析装置の上市が想定される。

JGI：Joint Genome Institute（米国） BGI:中国のゲノム解析機関
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食品【食品加工、醸造、発酵関連菌】
☆食品産業で利用の多い菌株は麹菌、酵母、乳酸
菌、酢酸菌である。酒、味噌、醤油等の製造に利用
されている。麹菌は各種の酵素を含むタンパク質の
大量生産、特に大腸菌等の原核生物では生産が困
難な真核生物のタンパク質生産の宿主として適して
いる。
ゲノム情報を元に化成品や抗菌剤など幅広い研究
が行われている。
・麹菌Aspergillus oryzae RIB40
・黒麹菌Aspergillus awamori NBRC 4314
・酢酸菌Acetobacter pasteurianus IFO 3283
・酵母Saccharomyces cerevisiae きょうかい7号
・醤油乳酸菌Tetragenococcus halophilus NBRC 12172

環境【有害物質分解菌】
☆PCB等の難分解性物質を含む様々な有機化
合物を分解するなど、非常に多様な代謝・分解
能が知られており、環境汚染対策に有望である。
・コクリア属細菌 Kocuria rhizophila DC2201
・ロドコッカス属細菌 Rhodococcus erythropolis PR4
・ロドコッカス属細菌 Rhodococcus opacus B4

エネルギー【バイオマス関連菌】
☆石油エネルギーの枯渇、地球温暖化対策とし
て再生可能なエネルギー資源としてバイオマス
利用が重要となっている。エタノール発酵能や非
可食部位の糖化に関わる機能等バイオマスエネ
ルギー生産の大幅な効率化と安定的な供給の
実現が期待されている。

・高温アルコール発酵酵母Kluyveromyces marxianus
DMKU3-1042

・アシディフィリウム属細菌Acidiphilium multivorum
AIU301T

・キシラン資化性菌Amphibacillus xylanus

健康維持【院内感染菌、抗生物質生産菌】
☆抗生物質耐性菌による院内感染は、重篤な感染症を引
き起こす可能性が高い。このような抗生物質耐性をもつブ
ドウ球菌及び常在菌の解析データを比較解析することによ
り、ブドウ球菌が持つ薬剤耐性獲得メカニズムの解明がな
された。
・ブドウ球菌 Staphylococcus haemolyticus JCSC1435
・黄色ブドウ球菌 Staphylococcus aureus N315
・黄色ブドウ球菌 Staphylococcus aureus MW2
☆新たな抗生物質生産につながる遺伝子が発見されており、医薬品な
どの開発に貢献することが期待されている。
・放線菌Streptomyces avermitilis MA-4680T

・Kitasatospora setae NBRC 14216T

これまでNBRCが実施してきたゲノム解析情報

 世界の基準・参照として、また産業利用の促進のため、ゲノム情報を公開
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【 ドイツDSMZ 】 （DSMZ：「ドイツ微生物細胞培養コレクション」）

米国のゲノム解析機関であるJGIと共同で、バクテリアおよびアーキアの分類学的基準株
を網羅的にゲノム解析するプロジェクトGEBA (Genomic Encyclopedia of Bacteria and 
Archaea) を実施中。第1期では約200株を解析。昨年から開始された第2期ではさらに約
1,200株を解析の予定。

【理研JCM及び岐阜大GTC】
文科省のバイオリソースプロジェクトの一環として、保有微生物各300株程度のドラフトゲノ
ム解析を実施予定（シーケンスは東大および遺伝研が担当）。加えて、理研JCMは他機関
でゲノム解析された同等株約350株のデータをweb上で公開。

海外等のBRCにおけるゲノム情報付加への取組み

 海外の微生物遺伝資源機関（BRC）においても比較・参照用途（主に分類学
的基準株）に対するゲノム情報の付加は積極的に取り組まれている。

【オランダCBSほか】（CBS：「オランダ微生物株保存センター」）（NRRL：「米国ARC微生物コレクション」）

CBSやNRRLなどが参加する研究チームは、米国のJGIと共同で、真菌の各科を代表する
株のゲノム解析を実施中。最終的には1,000株の解析を目指している。

欧州を代表するBRC

世界最大の真菌保存施設

【NITE】
超好熱菌、麹菌、酵母、放線菌などの産業有用株及び分類学的基準株を中心に36株のゲ
ノム情報を公開。
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：分類学的基準株や標準的に
利用されている株

：同じ属種に属する株

分類学的基準株等のゲノム情報の活用事例

 分類学的基準株や標準的に利用されている株にゲノム情報を整備することによ
り、分類、有用機能等のもの差し・参照として活用が可能となる。

有用機能への活用

・有用な物質を生産すること
がわかっていても、そのメカニ
ズムが不明であることが多
い。分類学的基準株のゲノム
情報を活用することで働いて
いる遺伝子が特定され、微生
物による物質生産における生
産性の向上などに利用。

・例）DOGANで公開しているゲノム情報
を活用し、生産性向上に必要な遺伝子
情報や生産向上のしくみを解明し、調味
料製造に最適な麹菌を得ることができ
た。【公開番号】特開２０１０－７５１３１
（Ｐ２０１０－７５１３１Ａ）

分類への活用
・利用者が分離した微生物が

どのような分類であるのかを比
較・参照するために利用。

・ゲノム解析によって、より多く
の遺伝子を指標とした精密な
同定が可能。

病原菌との区別への活用

・微生物の安全性は、どの種
に該当するのかを基準に判断
されている。このため、分類学
的基準株との比較が重要。

・病原菌などの有害菌と、そ
の近縁にある微生物を病原遺
伝子などの有無を比較・参照
することによって区別するた
めに利用。

３８



５．生物多様性条約への対応
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生物多様性条約（CBD）について

 １９９３年に発効した生物多様性条約では、各国は自国の生物遺伝資源に対して主権
的権利を有することが明記された。

 これにより、海外微生物遺伝資源の取得と利用が困難になってきている。

CBD※の目的

１）生物多様性の保全
２）その構成要素の持続可能な利用
３）遺伝資源の利用から生ずる利益の
公正かつ衡平な配分

 １９９３年１２月２９日に発効
 １９３ヵ国が批准
 米国は批准せず

遺伝資源へのアクセスの原則

第１５条 遺伝資源の取得の機会
(Article 15. Access to Genetic Resources)

 原産国が遺伝資源への主権的権利を持つ

(国内法を制定する権利を有する) 

 提供国と利用者間での事前の情報に基づく同意

（PIC）が必要

 利益は公平に配分する

 相互に合意する条件（MAT）で行う

提
供
国

事前の情報に基づく同意
（PIC）

相互に合意する条件
（MAT)

PICの取得

＊遺伝資源の移動合意（MTA)
＊公正かつ衡平な利益配分

MATの取得

利
用
者

※Convention on Biological Diversity ４０



企業
研究所
等

契
約

2004～2006, 
2013～

タイ

インドネシア

2006～

2009～

2005～

モンゴル

韓国

中国

2004～

ベトナム

2003～

2005～

MOU

P A

MOU

P A

MOU

P A

MOU

MOU

P A

P A

ＮＢＲＣとアジア各国との協力関係の現状

 NBRCは、アジア各国との間で包括的覚書（MOU）及び共同研究契約（PA）を締結し、微生
物遺伝資源の保全に関する各国の発展段階に応じた協力体制を実施している。

ブルネイ
MOU

MOU、PAの締結先
インドネシア
MOU、PA： インドネシア科学院（LIPI）
ベトナム
MOU： 科学技術省（MOST）
PA： ベトナム国家大学ハノイ校（VNUH）
ミャンマー
MOU： 教育省（MEM）
PA： パティン大学（PU）
タイ
MOU、PA： 国立遺伝子工学バイオテクノロ
ジーセンター（BIOTEC）
中国
MOU： 中国科学院微生物研究所（IM‐CAS）
モンゴル
MOU： モンゴル科学院（MAS）
PA： モンゴル科学院微生物学研究所（IB‐
MAS）
ブルネイ
MOU： 産業一次資源省（MIPR）
PA： 産業一次資源省林業局（FD）
韓国
PA： 韓国農業カルチャーコレクション
（KACC）
※ 韓国との共同事業は終了し、新たな枠組みを検討中。

４１

ミャンマーMOU

P A



海外微生物遺伝資源へのアクセスと利益配分
（NITEの構築した協力関係を活用した海外微生物遺伝資源の利用）

 NBRCは、生物多様性条約に則った海外微生物遺伝資源へのアクセスと利益配分を実現するため、ア
ジア各国（海外資源国）との間で、包括的覚書（MOU）及び共同研究契約（PA）を締結し、下図の
ようなスキームにより、日本国内の海外微生物遺伝資源の円滑な利用に貢献している。

 企業等の利用者が、直接資源国の事前の同意を取得したり、条件の交渉等を行う必要がない。
NBRCを経由して条件の交渉や利益配分の手続きを行うことで、 企業等が現地で微生物を探索する
ことやNBRCが国内に移動した微生物（RD株）を利用することができる。

MTA（Material Transfer Agreement）：微生物を基礎研究、応用研究に利用する際の条件等を定めた素材移転合意書

政府関係
機関

海外資源国

産業界等
（応用研究）

研究機関
（基礎研究）

ＮＩＴＥ

日本

MOU
（包括的覚書）
MOU

（包括的覚書）

ＰＡ
（共同研究契約）
ＰＡ

（共同研究契約）

遺伝資源
の提供
（MTA付き)

バイオテク
ノロジー
センター

（NBRC)
利益配分

RD
株

研究機関

遺伝資源
の提供
（MTA付き)

利益配分
（金銭的/非金銭的）

遺伝資源の移動現地での探索

４２



LIPI

MARDI

BIOTECH
ERDB-DENR
NSRI-UPD
UST

NBRC
JCM

IMCAS

KCTC
KACC
KNRRC

IB-MAS

MOST
VNU

BIOTEC
TISTR
BEDO

RIS-STEA

PU
MTCC

MOE

＜3つのタスクフォース＞
アジアBRCネットワーク（ABRCN）
人材育成（HRD）
微生物移動管理（MMT）

－微生物資源の保存と持続可能な利用に関するアジア・コンソーシアム－
Asian Consortium for the Conservation and Sustainable Use of Microbial Resources

第9回年次会合（2012年10月@タイ）

 2004年に多国間協力の枠組みとして、微生物資源の保存と持続可能な利用に関するアジア・

コンソーシアム（ACM）を構築しNBRCが事務局として議論を主導している。アジア13か国（22

の研究機関等）が参加。

 タスクフォースにおける協力及び議論を行うとともに、参加各国との情報交換を行っている。

アジア・コンソーシアム（ACM）について

４３



資源利用者資源提供国

①遺伝資源の利用にあたり
事前同意を取得

②契約締結

③利用・国外持ち出し

④利益配分

 生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）において、遺伝資源へのアクセスとその利用
から生ずる利益の公正かつ衡平な配分に関する名古屋議定書が採択された。

 名古屋議定書では、生物多様性条約で定められている諸手続に加え、利用国でのモニターな
どについて新たに規定している。

利用国
政府

 利益が公正かつ衡平に配分されることを確保する①
の「事前同意」及び②の「契約締結」が適切になされる
よう必要な措置

 遺伝資源の利用をモニターするチェックポイントを設置

 「利用」の意味を明確化（遺伝資源や、生化学
的な合成に関する研究開発）

生物多様性条約で規定されている枠組み

名古屋議定書で新たに規定された枠組み

名古屋議定書について

４４



第三国

日本

利用者

機関

各国
政府窓口

チェックポイント

カナダ
モントリオール

CBD事務局（ABSクリアリングハウス）

⑦

権限ある
国内当局

⑧

遺伝資源

②

①
※１：MAT: Mutually Agreed Terms
※２：PIC: Prior Informed Consent
※３：ABS：Access and Benefit 
Sharing（アクセスと利益配分）

①申請書の提出

②相互に合意する条件
（MAT※１）の締結

③事前の情報に基づく同意
（PIC※２）の申請

④アクセス許可証の発行

⑤CBD事務局への登録

⑥アクセス許可証→国際的に
認められた遵守証明書となる

⑦遺伝資源の移動

⑧承認されたPIC、MAT情報
の通知

⑨CBD事務局への情報提供

 名古屋議定書に基づくと、たとえば日本の利用者が他国（第三国）の遺伝資
源を利用したい場合、下図のようにかなり煩雑な手続きが求められることに
なる。

名古屋議定書に基づく遺伝資源の移動について

※2013年1月15日現在、92カ国
が署名、批准は12カ国

③

⑨

⑤

④→⑥

４５



６．微生物遺伝資源の利用促進

４６



 ユーザー（企業・大学）に対し、ＮＢＲＣの持つ微生物の情報、技術情報等を発信
 一般国民や小中学生向けの広報活動についても実施

潜在ユーザー

N
B

R
C

微
生
物

実
験
講
習
会

バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン

で
の
ブ
ー
ス
出
展

ユーザー（企業・大学）

○メールマガジンの発行（微生
物に関する技術情報提供）
○微生物実験講習会の開催
○微生物に関する各種問い合
わせ対応
○特許手数料改定に関する説
明会、HＰから公表、DMの送付
○カルタヘナ法説明会での講演

○潜在ユーザーとして中小企
業を設定し、PR活動を実施

・産業技術連絡推進会議
・千葉県バイオ・ライフサイエン
ス・ネットワーク会議シーズ
発表会

・東葛テクノプラザに入居して
いるベンチャー企業

○自治体の子供向け体験学習イベントへの協力
・千葉県夢チャレンジ体験スクールかずさの森・
微生物教室の開催
・千葉県夢チャレンジ体験スクールキャリア
教育科学・先端技術体験キャンプ対応
・渋谷ハチラボ展示

○新聞等への情報提供
・ 「バイオリソースセンターの

遺伝資源管理に対する名
古屋議定書の影響」につ
いて（国際シンポジウム、
記者説明会）

小中学生 一般国民

記
者
説
明
会
の
様
子

書籍を共同監修

かずさの森の微生物教室

・マスコミの取材対応
・プレスリリース

NBRCにおけるこれまでの普及啓発の取組み

４７

○各種学会における企業展示ブースへの出展
（BioJapan、防菌防黴学会、生物工学会等）

○Webサイトでの情報提供
○生物多様性条約に関するセミナーや講習会の開催
○微生物の利用に関するセミナー・講演への講師派遣
○論文・雑誌等での発表
○アジア・コンソーシアム（ＡＣＭ）の開催
○書籍の共同監修（微生物の世界）

取組みの強化が
必要な部分



ＪＩＳ・薬局方等 用途別リスト

培地の組成（全480種類）を掲載

オンラインカタログによる微生物の検索システム

月ごとに、新たに分譲を開始した微生物資源を紹介

汚染物質および類似物質の分解菌リスト

共同事業「油脂生産酵母の評価」報告

NBRCの微生物カタログ情報等の提供

４８



 整備された微生物の中から特許寄託が取り下げられた微生物のリストを提
供している。特許を出願した際に記載された機能や特徴、論文情報にリンク
が可能となっている。

論文情報へリンク受託番号から
特許情報が参照可能

ＮＢＲＣ番号

 特許取り下げ株
 公定法指定株
 Ames試験指定株
 アスペルギルス標準菌株
 根粒菌
 クロサイワイタケ科菌類
 タイ王国の酢酸菌
 タイ王国の乳酸菌
 冬虫夏草類
 汚染物質の分解菌
 油脂生産酵母
 中学・高校等の教材向け

（参考）
現在整備されているリスト

機能や特徴

用途別微生物リストの一例

４９



◆微生物株の保存法
細菌・カビ・酵母など、種類ごとの解説

◆微生物あれこれ

ＮＢＲＣの菌株担当者がそれぞれ
の微生物のいろいろな情報を紹介

○ラビリンチュラ類の培養法

高度不飽和脂肪酸の
生産性等で注目を集め
るラビリンチュラ類につ
いて、特徴と培養法に
ついて解説

○一般的な細菌の凍結保存法

大腸菌や納豆菌など
の一般的な従属栄養
細菌の凍結保存方法
や復元法を紹介

○嫌気性菌の培地調整法

図や動画を
交えて紹介

○細菌の継代培養による保存

継代培養保存の注
意点と、継代培養保
存の変法である軟
寒天法を紹介

◆ＮＩＴＥが解析した微生物ゲノム

ＮＩＴＥでゲノム解析を実施している微生物の特
徴、解析データの概要について紹介

○ポリリン酸蓄積細菌Microlunatus phosphovorus
NM‐1 (= NBRC 101784) 
○好熱好酸性菌 Sulfolobus tokodaii strain 7 (= 
NBRC 100140)のリアノテーション
○二次代謝産物生合成遺伝子クラスターデータ
ベース公開
○ NBRCは保有菌株のゲノム情報整備を本格化し
ます 等

○酵母菌：台研396株（=NBRC 0216のお話）

バイオ燃料生産用と
して広く使用される酵
母について、歴史を
交えて紹介

◆微生物株の培養法

培養が難しい微生物について、培地
成分・作り方、培養方法について

○ニキビの原因菌：アクネ菌

アクネ菌について、
特徴や機能等紹介

◆アジアの微生物
海外資源アクセスに関する現地レポートを紹介

○ベトナムを渡る風
○インドネシア・メガダイバーシティの国
○「ベトナム放線菌」から学んだこと
○タイの生物資源へのアクセス
○モンゴル、第一印象は「とにかく広い国！」

○インドのＩＴシティーで開催された生物多様性
条約国会議（ＣＯＰ１１） 等

○不気味なキノコ、冬虫夏草

冬虫夏草について、
特徴や生態等紹介

○油脂生産酵母Lipomyces
脂質を生産し蓄積す
る微生物の中でも、
高い油性生産能を持
つ酵母を紹介

◆カルタヘナ法－はじめての産業利用申請－

組換え体の産業利用申請をする場合に知って
おきたいこと

○プロローグ：「組換え体を使って、「いざ産業
化！」と思ったら･･･
○研究開発利用と産業利用の違いについて
○経済産業省への申請手続きについて
○GILSP遺伝子組換え微生物について 等

○微生物から効率よく整理活性物質を探索
するために
遺伝子解析によるスクリーニング法と
その利点について紹介

 NBRCメールマガジンやHPを通じて微生物の保存、培養方法について情報提供

微生物の取扱い等に関する技術情報の提供

５０



 微生物の取扱いに関する実習を行うことで、微生物を利用するユーザー
の知識及び技術の向上に貢献している。

6

実施日 平成23年11月15日（火）および16日（水)

10:30‐10:45 講習会ガイダンス、NBRCの紹介

10:45‐11:45 凍結保存方法、菌株取扱の際の基本的な安全教育など（講義）

11:45‐12:15 アンプルの開封（実習）

12:15‐13:15 昼休憩

13:15‐15:00 細菌の植菌と凍結保存法（実習）

15:00‐17:00 糸状菌の凍結保存法と凍結保存標品の復元（実習）

17:00‐17:30 質疑応答、施設見学

実習プログラムの例

65%

20%

5%
5%

5%

大企業

中堅・中小企業

大学

検査機関

公設試

これまでの参加者（４０人）

微生物の取扱い等に関する技術講習会

５１

参加者の所属

実 習 テ キ ス ト



 論文情報等から既に知られている微生物の機能遺伝子セットに関する情
報を収集し、NBRCに整備された微生物の中からその機能遺伝子セットを
持つ微生物を検索して表示させる（機能検索ＤＢ）。

微生物検索データベースの充実

５２

例えば、「石油分解能」を持
つ微生物の機能を探すには、
石油の生分解経路やそれに関
わる遺伝子セットなどの情報
をいろいろなDBを利用して
検索・抽出し、菌株毎のゲノ
ム情報と照らし合わせて、そ
の機能を持っている可能性を
自分で判断し、さらに近縁の
菌株を検索し・・・非常に大
変！

既存DBの問題点 機能検索データベースによる利便性の向上

「`石油分解能」
を持っていそう
な微生物はど
れかなあ？ 機能検索DB（MiFuP)

検索した定義
の遺伝子セット
をもつNBRC株
を検索

定義リストを
検索

検索
キーワード

NBRC-DB

エキスパートでなく
とも、可能性のある
微生物に辿り着きや
すくなる

キーワードで検索すると、石油分解に関
わる遺伝子セット情報やその機能遺伝子
をもっている可能性のあるNBRC株のリ
ストが表示され、容易にNBRC株の選定
ができる。

・専門家しか利用できない
・中小企業にはハードルが高い

・微生物の機能に関する情報整
備が不十分



産業技術連携推進会議について

産業技術総合研究所ホームページより抜粋して一部加工

 微生物関連は、地域部会の中にある食品・バイオ分科会等において産総
研と地方公設試との間での連携、情報共有がなされている。

５３

食品・バイオ部会



食品・バイオ分科会の活動について

その他の食品・バイオ分科会の開催実績
北海道 2/18開催
関東甲信越静 12/11開催
近畿 10/2開催
中国・四国 12/6開催
九州・沖縄 11/28開催

５４

平成２４年度 産業技術連携推進会議 東北地域部会
食品・バイオ分科会

１．日時：平成２４年１０月３１日

２．参加者：１０機関２６名

３．プログラム
（１）各県の情勢報告
（２）各県の研究・事例の概要報告

①プロテオグリカンをコアとした津軽ヘルス＆ビューティー産業クラスターの創出（青森
県産業技術センター）
②秋田県における機能性食品の開発（秋田県総合食品研究センター）
③岩手県産ヤマブドウワインの香気寄与成分の解析（岩手県工業技術センター）
④粒状ゲルを内包したゲルと果実の食感（山形県工業技術センター）
⑤地域有用微生物を利用した産業支援事例の紹介（宮城県産業技術総合センター）
⑥震災を乗り越えて～酒蔵復興・蔵付き酵母を取り戻す～（福島県ハイテクプラザ）
⑦北海道における食クラスター事業の取組について（北海道立総合研究機構）



 中小企業者は、単独又は共同で、特定ものづくり基盤技術に関する研究開発及びそ
の成果の利用に関する計画（特定研究開発等計画）を作成し、中小ものづくり高度化
法の規定に基づき、経済産業局長の認定を受けることにより、戦略的基盤技術高度化
支援事業、政策公庫による低利融資、中小企業の信用保険法の特例、特許料等の特
例等の支援措置を受けることができる。

10

中小企業に対する事業化支援について

関東経済産業局サポーティングインダストリー等より抜粋
５５



 経済産業局長から認定を受けた特定研究開発等計画を実施する中小企業者に
対して、鋳造、鍛造、切削加工、めっき、発酵等の22技術分野の向上につながる
研究開発からその試作までの取組を資金面で支援する事業。

 特に、複数の中小企業者、最終製品製造業者や大学、公設試験研究機関等が
協力した研究開発であって、この事業の成果を利用した製品の売上見込みや事
業化スケジュールが明確に示されている提案を支援している。

戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）について

主な実施案件

（１）ブレビバチルス菌を用いた抗体精製
用タンパク質製造技術の開発
・千葉県産業振興センター
・（株）プロテインエクスプレス（千葉県）

（２）新たな分離源処理法及び発酵培養
法の開発による海洋性微生物・微細藻類
からの効率的な新規創薬シード化合物探
索方法の開発

・オーピーバイオファクトリー（株）（沖縄
県）
・琉球大学

５６

主な実施案件

（１）ミネラル吸収促進作用を有する高機
能甘味料ＤＦＡⅣの製造技術開発
・株式会社北海道バイオインダストリー

（２）多糖類パラミロンの高度培養生産技
術及び利用に関する研究開発
・株式会社ユーグレナ

（３）発酵活用でリンゴ加工残渣のキノコ
培地化と廃培地の高機能飼料化
・公益財団法人長野県テクノ財団
・協全商事株式会社（長野県）

主な実施案件

（１）無塩味味噌製造技術及び新規穀類
発酵食材の製造技術の開発ならびに発
酵物の利用特性の把握
・石山味噌醤油（株）（新潟県）
・新潟ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（２）発酵食品製造における微生物汚染
防止のための品質管理システムの開発
・コージンバイオ（株）（埼玉県）
・埼玉県中小企業振興公社

（３）有用タンパク質の超低コスト発酵生
産技術の開発
・スパイバー（株）（山形県）

「発酵」技術における主なサポイン事業（22年度～24年度）

平成２２年度
５２件申請

平成２３年度
３６件申請

平成２４年度
４４件申請

※平成23年度は補正予算による追加募集分を含めていない



出典：日本微生物資源学会年次報告

運営が困難となり、活動停止等になった微生物遺伝資源機関

機関名 保有数 活動停止後の状況

財団法人発酵研究所（ＩＦＯ） １６，３７３ NITE‐NBRCへ移管

東北大学大学院生命科学研究科（ＧＥ） １，０７３ 石巻専修大学へ移管

東京大学分子細胞生物学研究所（ＩＡＭ） ３，８７３ 理化学研究所へ移管

（株）海洋バイオテクノロジー研究所（ＭＢＩＣ） １，９９０ 北里大学へ移管

京都大学ウイルス研究所（ＩＶＲ） ９，０６９ ー

 運営が困難となり、活動停止になった整備機関の受け入れ先が見つからない場合に
は、微生物遺伝資源が分散あるいは散逸してしまう可能性がある。

 ユーザー側から、国として微生物遺伝資源を恒久的に保存し、利用可能にする仕組
みを構築すべきという要望があった。

微生物遺伝資源機関における事業継続の困難性

５７



 ある場所で微生物遺伝資源が滅失してしまっても、整備機関が微生物遺伝資源を恒
久的に保存しておくことで、微生物遺伝資源を再び利用することができる。

 微生物遺伝資源機関は、保存リスクを分散する役割も担っている。

幻の黒麹菌の復活

幻の泡盛製造に成功

1. １９４５年、３ヶ月にも及ぶ沖縄戦により、酒
造所が集中する首里は壊滅状態になり、古
酒造りに必要な微生物はすべて幻と消え
た。

2. 長い時を経て、１９９８年、東京大学分子細
胞生物学研究所の微生物遺伝資源機関
に、黒麹菌が保存されていることが判明。

3. 瑞泉酒造が戦前の味の復活を決断、１９９９
年６月１日、ついに「幻の酒」が復活。

出典：東京大学コミュニケーションセンターHP

微生物遺伝資源バックアップの活用事例

５８



【安全寄託制度の概要】
単離し、同定された微生物が対象
安全寄託された微生物は、厳重に管理された－80℃の
フリーザで保管

寄託された微生物は第三者に対して非公開
寄託者からの依頼がある場合のみ第三者に提供
保管手数料は5,250円/年/種類（事務手数料除く）

寄託者

微生物遺伝資源の安全寄託制度について

５９


